
　埼玉県では更新を迎える災害用備蓄食料をフードパントリーや子ども食堂等で活用するスキーム

を構築しています。伊田テクノスは埼玉県と官民連携をし、埼玉県のスキームで災害用備蓄食品を

活用することによって食品ロスを削減するだけでなく、地域の問題に取り組む団体等とパートナー

シップを組み、社会貢献につなげています。

伊田テクノスはＳＤＧｓを推進しています

＜災害用備蓄食品を活用した食品ロス削減と社会貢献について埼玉県と連携しています＞
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